
2006/04/11 

第１回 編集部会まとめ 

3月 23日（木）10:00～12:00 

区民会議交流の場 

出席者：（分科会：氏名）①杉山、高山 ②岩崎、鱒沢 

③窪田、山下 ④小宮 ⑤橋本、平松 ⑥土屋、高野 

【議題】 

 １ 部会長の選出   窪田学識委員・高野委員が選任されました 

 ２ 前回世話人会の決定事項確認 別記 

 3 構成イメージについて 

（１）テーマ設定 

第 3分科会より、たたき台として、まとめ（案）及び今後の検討日程が示され、協議した。 

⇒①対応は、各分科会に持ち帰り検討する。 

②各分科会のテーマ（切り口、キーワード）を次回（4/7）の編集部会に提出し、全体構成や

書式、ページ数を組み立てる。その後、各分科会の具体的なまとめ作業になる。 

（２）全体を総括するような前文作成の有無    未検討 

 ４ スケジュール 

4/7 に、各分科会から提出された、切り口やキーワードを検討し、確定させる。 

4/7 PM1:30～   第 2回編集部会   テーマ確定、ボリューム、仕様確認 

4/下旬  各分科会での調整終了 

5/中旬  各分科会からの原稿締め切り 

6/上旬  編集⇒分科会で確認 

6/10頃 印刷原稿の締め切り    

6/25   提言 

 ５ 名  称  当組織の名称を「編集部会」とする。 

 ６ 次会日程  4 月 7日（金） PM1:30～   

 

● 前回の確認事項及びテーマ設定について 

 

 案①                      案② 

                                   Ex.ふれあいのあるま

ちづくり 

 

 

 

                                   Ex．みどりとうるおい

のあるまちづくり 

 

 

 

検討分野 
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2006/04/11 
【決定事項】 

・「テーマ」と言っても、各分科会ごとにその定義に若干の違いがある。 

ア 各分科会ごとに指定された「検討分野」 

イ 検討分野の中で選択した「研究テーマ」 

ウ 上記案①のような同様な研究テーマを調整した「調整テーマ」 

エ 上記案②のような区の計画体系に通じる「大項目や中項目」（中身が分かるキーワード） 

⇒「エ」を採用する。 

 

（意見抜粋） 

・３分科会は、ハード面から積み上げていくことになる。 

・重複するテーマについては、第3分科会では検討する内容・開催日を提示するので他の分科会

からも出席してもらい議論したい。 

・分科会間の提言調整の時間がないのではないか。 

・今後の分科会の提言作成作業には、全体の骨格づくりが優先する。 

・グループでテーマをいくつか出して、それをこの場で集約する方法がよいのではないか。 

⇒理想ではあるが、時間が無いのではないか。 

・検討分野に応じてテーマをたててはどうか。 

・大きな見出しを決めて、そこに自分たちが検討してきた分野をどう取り込めるか。 

・「項目」が揃い次第、持ち寄って全体像を検討する。 

・体系的なものを決めるのではなく、分科会ごとに練る。 

・具体的な作業に入りたいが、まず分科会に持ち寄り検討したい 

・出来るだけ早く、目次立てをこの部会でイメージしないと間に合わない。 

・各分科会から見た大きなテーマ、中テーマを出してこの場で検討する。 

・第 3分科会からは出てきたが、他の分科会も早急にテーマを出して重複する点の洗い出し等調

整する。 

 

 

 


